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盲 ･聾教育は ｢慈善｣ではなく ｢権利｣であるという思想と運動が,この長崎県において














教員会 (1908.4)に長崎校から教員 (1名出席)3)が参加 して,古河太四郎 ･小西信
八 ･鳥居嘉三郎の三校長による牧野伸顕文相への建議 (1906.10)以来継続している盲
唖教育令制定要求運動との接触による影響があったといえる｡その後も第三回全国盲














ト思ヒマス｣と｡この質問に対して,県当局 (岡田事務官)は,｢未ダ之 ヲ県立 トス
ルト云フ意見ヲ有ッテ居ラヌ次第デアリマス｣と答弁 した｡ 喜多川議員はさらに続け
て ｢県立 トスルト云フ御意見ガナイ理由ヲ少シ乗 ッテ置キタウゴザイマス｣と質問し,
岡崎事務官は,｢夫レ-詰 り県ノ経費ノ都合モアリマスシ又未ダ之 ヲ県立 トシテ共学
校ヲ維持シマスル必要ヲ認メマセヌカラデアリマス｣ と応答した｡まとめ直すと,ま
ず喜多川義貞は,盲唖学校の経営を ｢私立｣の ｢慈善事業｣にまかせるのかそれとも








国盲唖教育大会 (1917.7.23-27開催,長崎校より山本明 ･中尾栄 ら3名出席) は,
柴内魁三 (私立岩手盲唖学校長)が提案 した ｢各府県に公立盲唖学校を設置せられん
ことを文部,内務両省及貴衆両院に建議若 くは請願すること｣という緊急動議を賛香
両論の激論の末に可決 し9),それが契機となって賛成派の京都市立盲唖院 (院長 ･鹿
瀬為四郎)を筆頭に私立校が中心になって全国から第41回帝国議会衆議院 (1918.12.












































日本聾唖協会長崎部会 (会長 ･中尾栄)が結成され,その発会式 (1922.ll.15)にお
いて,<資料編正一資料11>に示 したように注目すべき ｢宣言｣と ｢決議｣がなされ





















































































可決し ,ここに調査会設置が決定 した23).さらに6月開催の同教育会理事会 (6.15)24)




































































私一寸承知致シテ居 リマセヌ｣(161貢)とかわし ,②について ｢ソレ-現在未ダ具






















国ノ状態デアリマス (中略)県ガ県ノ経営二移スコトガ出来ナクテ,県 トシテ困ル ト
云フコトナラバ ,矢張 り現在ノ経営者モ困ッテ居ル ト云フコト-当然ノコトデアリマ










































今日マデ代用 トシテ経過シテ居 リマスルガ,多数ノ盲唖者ガ多年叫ンデ居 リマシタ所



























































に対 し常人 と同 じき教育を施 し又同 じく取扱ふべきものにして決 して後廻 しにすべきも




頁)と述べている｡県立移管 もこの観点から緊急に改善を要する課題 として要求 ･建議
されたのであった｡
このように中尾報告は,第Ⅱ報で確認 した慈善主義を批判 ･克服 して,盲 ･聾唖者も















①平田勝政 ･菅達也 :長崎県障害児教育史研究 (第i報)-1898年設立の私立長崎盲唖院を中心に-
｢長崎大学教育学部教育科学研究報告｣第55号,25-SA頁,1998年6月
②同上 :長崎県障害児教育史研究 (第Ⅱ報)一明治30-40年代の長崎県盲 ･聾教育を中心に- ｢長
崎大学教育学部紀要一教育科学-｣第56号,ll-21貢,1999年3月
③同上 :長崎県障害児教育史資料 (Ⅰ)一戦前 ･盲聾教育i-I ｢長崎大学教育学部教育科学研究報
告｣第54号,1-17頁,1998年3月








3)全国盲唖教育家大会 ｢教育時論｣第828号 (33貢),全国盲唖教育大会 (続)｢教育時論｣第829号
(39頁),ともに1908年4月｡また r長崎慈善会二十五年誌J(8頁)には,｢全国盲唖教育大会京都
に開催に付数旦一名派遣すること｣とある｡第二回大会は,第一回日本盲唖学校数且会 (丸川亡夫





































27)教育機関調査会規定 ｢長崎教育｣第401号 1-2貢 1925年10月
28)教育機関詞査委且 ｢長崎教育｣第401号 2-3頁 1925年10月

















(付記)本稿は,日本特殊教育学会第36回大会 (1998年 9月於 ･文教大学)において発表した平田 ･




































































































文 部 大 臣 鎌田 栄吉殿 (各通)
<資料-4>長嶋盲学校 ･長嶋聾唖学校の県立代用指定
(｢長崎県公報｣第1228号 1924年 9月12日)
長崎県告示第五百七十八号
大正十二年勅令第三百七十五号盲学校及聾唖学校令附則第二項二依 り左記学校 ヲ長崎県
盲学校並長崎県聾唖学校二代用ス
大正十三年九月十二日
記
-.名 称 長崎盲学校
長崎聾唖学校
-.所在地 長崎市棲馬場町四十三番地
-.経営者 社団法人長崎慈善会
長崎県知事 高永 沌
